
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.28 0.77平均値 43.33 44.05 51.87 52.33 52.35平均値 55.39 55.25 57.11 57.57 57.63

全体総括

　有明と八代は、多量の未利用水を抱えている。特
に、有明は水利権取得に伴うダム建設負担金等が経
営を圧迫しており、厳しい経営環境下にある。

　これまで、「熊本県企業局経営基本計画（第４
期）」および「熊本県企業局有明工業用水道事業経
営再建計画」に基づき、経営改善の取組を着実に進
めてきたが、有明及び八代については、施設の老朽
化が進み、今後、施設の更新・改修が必要となって
いる。
　令和2年3月に策定した第5期経営基本計画である
「熊本県企業局経営戦略2020」に基づき、水需要の
開拓等による増収、令和3年度からのコンセッショ
ン方式の導入や適正な施設の維持管理等による経費
節減等により、黒字化を目指すこととしている。
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2. 老朽化の状況
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2. 老朽化の状況について

　３つの工業用水道のうち、最も古い有明は昭和50
年に供用を開始し、現在40数年経過している。この
ため、施設の老朽化が進み、管路も含めて法定耐用
年数を超えているものがある。そこで、国のアセッ
トマネジメント指針に基づき「施設更新計画」を策
定しており、計画的な更新を進めている。

　平成27～28年に実施した管路更新は、八代におい
て漏水が多発した導水管を耐震化したことによるも
の。なお、耐震化を実施していたため、熊本地震
（平成２８年４月）において、漏水は発生しなかっ
た。
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本県では、有明工業用水道、八代工業用水道及び
苓北工業用水道の３つの工業用水道を運営してい
る。産業構造の変化により、予定した重厚長大型の
企業立地が思うように進まず、有明、八代では多量
の未利用水を抱え、３工水全体では赤字経営となっ
ている。
●経常収支比率
　経常損益は、八代及び苓北が黒字であるが、有明
の赤字幅が大きく、工水全体では赤字となり、経常
収支比率は100％を下回っている。
●累積欠損金比率
　累積欠損金は、有明の赤字幅が大きく、工水全体
では増加傾向にあるが、営業収益が微増傾向にある
ため、累積欠損金比率は微減傾向となっている。
●企業債残高対給水収益比率
　企業債残高の多くを有明が占めているが、償還が
順次終了してきているため企業債残高対給水収益比
率は減少傾向にある。
●料金回収率
　３工水とも、収支改善策として料金改定を数回
行っているが、料金回収率は100％を下回ってい
る。
●施設利用率・契約率
　苓北は100％近い契約率になっているものの、有
明、八代は多量の未利用水を抱えているため、３工
水全体では、施設利用率・契約率ともに平均値を下
回っている。

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 98.49 97.75 98.73 98.77

- 23.9 39 32,187 非設置 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 68,360 中規模 3 21,377

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和2年度決算）
熊本県

【事業概要】
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【18.87】
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